
《
論

説
》天

皇
の
退
位
と
日
本
国
憲
法

金

子

勝

は

じ

め

に

二
〇
一
六
年
八
月
八
日
午
後
三
時
、
宮
内
庁
は
、
明
仁
天
皇
の
「
意
思
」
を
伝
え
る
「
象
徴
と
し
て
の
お
務
め
に
つ
い
て
の
天
皇
陛

下
お
言
葉
」
と
題
す
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
約
一
一
分
）
を
公
表

１
）

し
た
。

明
仁
天
皇
の
「
意
思
」
は
、「
生
前
退
位
」
の
実
現
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
た
。

こ
の
明
仁
天
皇
の
「
意
思
」
の
表
明
を
契
機
と
し
て
、
日
本
国
憲
法
が
封
じ
込
め
て
い
た
天
皇
の
政
治
力
を
、
日
本
国
憲
法
か
ら
解

放
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

日
本
国
憲
法
は
、
天
皇
の
「
生
前
退
位
」
を
容
認
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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Ⅰ

日
本
国
憲
法
と
天
皇

日
本
国
憲
法
が
設
置
し
た
天
皇
は
、
次
の
よ
う
な
要
素
で
構
成
さ
れ
る
国
家
機
関
で
あ
る
。

第
一
は
、
天
皇
は
、「
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
（
る
）」（
第
一
条
）
と
い
う
国
家
機
関
で
あ
る
。

象
徴
」
と
は
、
抽
象
的
な
も
の
を
表
現
す
る
具
体
的
な
も
の
と
い
う
意
味
を
も
つ
が
、
天
皇
は
、
抽
象
的
な
見
え
な
い
日
本
国
や

国
民
統
合
体
を
、
自
己
の
存
在
に
よ
っ
て
、
見
え
る
も
の
に
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
天
皇
と
い
う
国
家
機
関
が
象
徴
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の
行
為
を
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
機
関
で
は
な
く
、
存﹅
在﹅
す﹅
る﹅
こ﹅
と﹅
に
意
義
が
あ
る
国
家
機
関
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
天
皇
の
地
位
は
、「
主
権
の
存
す
る
国
民
の
総
意
に
基
く
」（
第
一
条
）
か
ら
、
日
本
国
憲
法
の
も
と
で
は
、
天
皇
と
い
う
国
家

機
関
は
、
永
久
の
存
在
で
は
な
い
。
主
権
者
国
民
の
意
思
に
基
づ
い
て
、
憲
法
改
正
の
手
続
（
第
九
六
条
第
一
項
）
を
用
い
て
、
廃
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

象
徴
と
し
て
の
天
皇
は
、
主
権
者
（
国
家
の
統
治
権＝
主
権
を
保
有
す
る
正
当
性
・
行
使
す
る
正
当
性
を
有
す
る
者
）
で
も
、
元
首
（
対

外
的
に
は
、
国
家
を
代
表
す
る
機
関
、
対
内
的
に
は
、
行
政
権
の
実
質
的
又
は
形
式
的
な
首
長
）
で
も
な
く
、
国
家
の
装
飾
物
で
あ
る
。

第
二
は
、
天
皇
の
地
位
（
皇
位
）
は
、「
世
襲
の
も
の
」（
第
二
条
）
で
あ
る
。

世
襲
」
と
は
、
親
の
地
位
を
自
動
的
に
自
然
的
・
法
的
な
子
が
継
ぐ
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
は
、「
皇
位
は
、

世
襲
の
も
の
で
あ
っ
て
、
国
会
の
議
決
し
た
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
継
承
す
る
」（
第
二
条
）
と
し
て
い
る
か

ら
、
皇
室
典
範
を
見
て
み
る
と
、「
天
皇
及
び
皇
族
は
、
養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
第
九
条
）
と
し
た
上
で
、「
皇
位
は
、
皇
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統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
こ
れ
を
継
承
す
る
」（
第
一
条
）
と
規
定
し
て
い
る
。

天
皇
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
天
皇
と
血
の
つ
な
が
り
（
皇
統
）
の
あ
る
男
系
の
男
子
の
み
で
あ
る
。
男
系
の
男
子
と
は
、

天
皇
の
子
の
う
ち
の
男
子
か
ら
生
ま
れ
た
男
子
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
天
皇
の
子
の
う
ち
の
女
子
か
ら
生
ま
れ
た
男
子
は
、
女
系
の
男
子

と
な
っ
て
、
男
子
で
も
皇
位
に
就
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

男
系
の
男
子
の
中
で
の
皇
位
に
就
く
順
序
は
、
皇
室
典
範
に
よ
れ
ば
、「
長
系
を
先
に
し
、
同
等
内
で
は
、
長
を
先
に
」（
第
二
条
第

三
項
）
し
て
、
第
一
位
が
皇
長
子
（
天
皇
の
長
男
、
皇
太
子
）、
第
二
位
が
皇
長
孫
（
皇
太
子
の
長
男
、
天
皇
の
孫
）、
第
三
位
が
そ
の
他
の

皇
長
子
の
子
孫
（
皇
太
子
の
次
男
や
三
男
等
及
び
そ
の
男
孫
）、
第
四
位
が
皇
次
子
（
天
皇
の
次
男
・
三
男
等
）
及
び
そ
の
子
孫
（
皇
次
子
の

男
子
と
男
孫
）
…
…
と
な
っ
て
い
る
（
第
二
条
第
一
項
、「
第
一
図
」
参
照
）。

世
襲
」
が
行
わ
れ
る
時
は
、
皇
室
典
範
に
よ
れ
ば
、「
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即
位
す
る
」（
第
四
条
）。
天
皇

の
退
位
は
、「
死
後
退
位
」
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
国
（
一
一
か
国
、「
第
一
表
」
参
照
）
で
は
、
王
位
継
承
は
、
性
別
を
問
わ
ず
長
子
（
最
初
の
子
）
を
第
一
順
位
と

す
る
と
い
う
方
向
（
一
九
八
〇
年
代
か
ら
）
が
、
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
イ

ギ
リ

２
）

ス
で
）。

国
民
主
権
の
も
と
で
、「
世
襲
」
は
、
君
主
の
「
絶
対
的
条
件
」
で
あ
る
。

第
三
は
、
天
皇
は
、「
こ
の
憲
法
の
定
め
る
国
事
に
関
す
る
行
為
の
み
を
行
ひ
、
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
」（
第
四
条
第
一

項
）。「
天
皇
の
国
事
に
関
す
る
す
べ
て
の
行
為
に
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
を
必
要
と
し
、
内
閣
が
、
そ
の
責
任
を
負
ふ
」（
第
三
条
）。

天
皇
と
い
う
国
家
機
関
が
、「
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
、「
政
治
的
無
権
能
機
関
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
、
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
如
何
な
る
決
定
も
な
し
え
な
い
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
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第一図 皇位の継承図

貞てい
明めい
皇
后

大
正
天
皇

昭
和
天
皇

香こう
淳じゅん
皇
后

秩
父
宮

ちちぶのみや
さ
ま

勢せ
津つ
子こ
さ
ま

高
松
宮

たかまつのみや
さ
ま

喜き
久く
子こ
さ
ま

三
笠
宮

みかさのみや
さ
ま

寛とも
仁ひと
さ
ま

桂

宮

かつらのみやさ
ま

高
円
宮

たかまどのみや
さ
ま

百ゆ
合り
子こ
さ
ま

天
皇
陛
下

皇
后
さ
ま

常
陸
宮

ひたちのみや
さ
ま

④

華はな
子こ
さ
ま

近
衛
こ
の
え
やす

子こ
さ
ん

信のぶ
子こ
さ
ま

彬あき
子こ
さ
ま

瑶よう
子こ
さ
ま

千せん
容まさ
子こ
さ
ん

久ひさ
子こ
さ
ま

承つぐ
子こ
さ
ま

千せん
家げ
典のり
子こ
さ
ん

絢あや
子こ
さ
ま

皇
太
子
さ
ま

①

雅まさ
子こ
さ
ま

秋
篠
宮

あきしののみや
さ
ま

②

紀き
子こ
さ
ま

黒くろ
田だ
清さや
子こ
さ
ん

悠ひさ
仁ひと
さ
ま
⑽
③

佳か
子こ
さ
ま

眞ま
子こ
さ
ま

愛あい
子こ
さ
ま

は亡くなられた方

元皇族の配偶者は除く

丸数字は皇位継承順位

(註) 三笠宮崇仁氏の死去（2016年10月27日）に際して作成された。

(出所) 2016年10月28日付「読売新聞（朝刊）」。



如
何
な
る
政
治
的
活
動
も
如
何
な
る

政
治
的
発
言
も
な
し
え
な
い
機
関
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、

「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
を
行
う
場

合
で
も
、
天
皇
は
、
自
ら
の
自
発
的

意
思
で
「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
を

行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
内
閣
の
「
助

言
と
承
認
」
の
も
と
で
、
初
め
て
そ

れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

助
言
」
と
は
、
内
閣
が
、
天
皇

に
「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
を
行
う

事
柄
が
生
じ
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
そ

れ
を
行
う
こ
と
を
促
す
こ
と
で
あ
り
、

「
承
認
」
と
は
、
天
皇
の
「
国
事
に

関
す
る
行
為
」
の
実
施
方
法
に
同
意

す
る
こ
と
で
あ
る
。

天
皇
は
、
自
発
的
意
思
で
「
国
事

に
関
す
る
行
為
」
を
行
う
権
能
を
有
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第一表 君主制の国

(註)

① 国名・政治体制は、2016年２月末現在。

② イギリス連邦加盟国で、イギリスの君主を国家元首としている国は、2016年２月末現在で、

17か国である。

北アメリカ州では、カナダ、ジャマイカ、バルバドス、バハマ国、グレナダ、ベリーズ、

セントルシア、アンティグア・バーブーダ、セントビンセントおよびグレナディーン諸島、

セントクリストファー・ネーヴィスの10か国。

オセアニア州では、オーストラリア連邦、クック諸島、ニウエ、ニュージーランド、パプ

アニューギニア独立国、ソロモン諸島、ツバルの７か国。

(出所)『世界の国情報2016』・株式会社リブロ・2016年。共同通信社版『世界年鑑2017』・

2017年。

地域 国 名

ア
ジ
ア
州

三
七
か
国
）

１ 日本国

２ タイ王国

３ ブータン王国

４ ブルネイ・ダルサラーム国

５ マレーシア

６ カンボジア王国

７ アラブ首長国連邦

８ サウジアラビア王国

９ オマーン国

10 クウェート国

11 カタール国

12 バーレーン国

13 ヨルダン・ハシェミット王国

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州

五
四
か
国
）

１ グレートブリテンおよび北
アイルランド連合王国(イ
ギリス)

２ オランダ王国

地域 国 名

３ スウェーデン王国

４ スペイン

５ デンマーク王国

６ ノルウェー王国

７ ベルギー王国

８ モナコ公国

９ リヒテンシュタイン公国

10 ルクセンブルク大公国

11 アンドラ公国

ア
フ
リ
カ
州

五
四
か
国
）

１

２

３

モロッコ王国

レソト王国

スワジランド王国

オ
セ
ア
ニ
ア
州

一
六
か
国
）

１

２

トンガ王国

サモア独立国



し
て
い
な
い
か
ら
、「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
の
実
施
を
天
皇
に
促
す
内
閣
が
、「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
の
実
施
に
伴
っ
て
生
じ
る
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
は
、
天
皇
が
「
内
閣
の
助
言
と
承
認
」
の
も
と
に
行
う
「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
は
、
次
の
一
二
項
目
の
み
で
あ
る
。

①

国
会
の
指
名
に
基
づ
く
内
閣
総
理
大
臣
の
任
命
（
第
六
条
第
一
項
）、

②

内
閣
の
指
名
に
基
づ
く
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
の
任
命
（
第
六
条
第
二
項
）、

③

憲
法
改
正
、
法
律
、
政
令
及
び
条
約
の
公
布
（
第
七
条
第
一
号
）、

④

国
会
の
召
集
（
第
七
条
第
二
号
）、

⑤

衆
議
院
の
解
散
（
第
七
条
第
三
号
）、

⑥

国
会
議
員
の
総
選
挙
の
施
行
の
公
示
（
第
七
号
第
四
号
）、

⑦

国
務
大
臣
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
官
吏
の
任
免
の
認
証
、
全
権
委
任
状
の
認
証
、
大
使
及
び
公
使
の
信
任
状
の
認
証

（
第
七
条
第
五
号
）、

⑧

大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
の
認
証
（
第
七
条
第
六
号
）、

⑨

栄
典
の
授
与
（
第
七
条
第
七
号
）、

⑩

批
准
書
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
外
交
文
書
の
認
証
（
第
七
条
第
八
号
）、

外
国
の
大
使
及
び
公
使
の
授
受
（
第
七
条
第
九
号
）、

儀
式
の
挙
行
（
第
七
条
第
十
号
）。

右
の
天
皇
の
「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
の
性
格
は
、
四
つ
の
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
の
類
型
は
、
他
の
国
家
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
内
定
（
実
質
的
決
定
）
を
、
天
皇
の
形
式
的
決
定
に
よ
っ
て
、
本
決
り
に
し
、
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そ
れ
に
権
威
付
を
行
う
権
威
付
国
事
行
為
で
あ
る
。

こ
こ
に
属
す
る
も
の
は
、
①
の
国
会
で
指
名
さ
れ
た
内
閣
総
理
大
臣
の
任
命
で
あ
り
（
第
六
条
第
一
項
）、
②
の
内
閣
で
指
名
さ
れ
た

最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
（
長
官
）
の
任
命
で
あ
る
（
第
六
条
第
二
項
）。
ま
た
、
④
の
内
閣
の
実
質
的
決
定
に
基
づ
く
国
会
の
召

集
（
第
七
条
第
二
号
）、
⑤
の
内
閣
の
実
質
的
決
定
に
基
づ
く
衆
議
院
の
解
散
（
第
七
条
第
三
号
）、
⑨
の
内
閣
の
実
質
的
決
定
に
基
づ
く

栄
典
（
功
績
を
誉
め
て
与
え
ら
れ
る
特
別
の
取
り
扱
い
）
の
授
与
（
第
七
条
第
七
号
）
で
あ
る
。

第
二
の
類
型
は
、
他
の
国
家
機
関
の
行
っ
た
行
為
を
世
に
知
ら
せ
る
告
知
的
国
事
行
為
で
あ
る
。

こ
こ
に
属
す
る
も
の
は
、
③
の
憲
法
改
正
（
国
会
の
発
議
・
国
民
の
承
認
、
第
九
六
条
第
一
項
）、
法
律
（
国
会
の
制
定
、
第
五
九
条
）、

政
令
（
内
閣
の
制
定
、
第
七
三
条
第
六
号
）、
条
約
（
内
閣
の
締
結
・
国
会
の
承
認
、
第
七
三
条
第
三
号
・
第
六
一
条
）
の
公
布
（
第
七
条
第
一

号
）
で
あ
り
、
⑥
の
内
閣
の
実
質
的
決
定
に
基
づ
く
国
会
議
員
の
総
選
挙
の
施
行
の
公
示
（
第
七
条
第
四
号
）
で
あ
る
。

第
三
の
類
型
は
、
他
の
国
家
機
関
の
行
っ
た
行
為
を
正
当
な
も
の
と
証
明
す
る
認
証
的
国
事
行
為
で
あ
る
。

こ
こ
に
属
す
る
も
の
は
、
⑦
の
国
務
大
臣
の
任
免
（
内
閣
総
理
大
臣
が
任
免
す
る
、
第
六
八
条
）
の
認
証
、
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の

官
吏
の
任
免
の
認
証
（
例
え
ば
、
内
閣
が
任
命
す
る
最
高
裁
判
所
判
事
の
任
免
は
天
皇
が
認
証
す
る
、
裁
判
所
法
第
三
九
条
第
二
項
・
第
三

項
）、
内
閣
が
決
定
（
第
七
三
条
第
二
号
）
す
る
全
権
委
任
状
（
特
定
の
条
約
を
締
結
す
る
た
め
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
を
公
証
す
る
文
書
）

の
認
証
と
大
使
（
外
交
使
節
の
首
席
を
勤
め
る
人
）
及
び
公
使
（
外
交
使
節
の
次
席
を
勤
め
る
人
）
の
信
任
状
（
特
定
の
人
を
外
交
使
節
と
し

て
派
遣
す
る
こ
と
を
公
証
す
る
文
書
）
の
認
証
で
あ
る
（
第
七
条
第
五
号
）。
ま
た
、
⑧
の
内
閣
が
決
定
（
第
七
三
条
第
七
号
）
す
る
大
赦

（
政
令
で
罪
の
種
類
を
定
め
て
行
う
恩
赦

行
政
権
が
有
罪
の
言
渡
効
力
を
消
滅
さ
せ
る
行
為
、
或
い
は
、
公
訴
権
を
消
滅
さ
せ
る
行
為

、

恩
赦
法
第
二
条
・
第
三
条
）、
特
赦
（
有
罪
の
言
渡
効
力
を
失
わ
せ
る
恩
赦
、
恩
赦
法
第
四
条
・
第
五
条
）、
減
刑
（
政
令
で
罪
や
刑
の
種
類
を

定
め
て
行
わ
れ
る
制
裁
を
軽
く
す
る
恩
赦
、
恩
赦
法
第
六
条
・
第
七
条
）、
刑
の
執
行
の
免
除
（
刑
の
言
渡
を
受
け
た
特
定
の
人
に
刑
の
執
行
を
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免
除
す
る
恩
赦
、
恩
赦
法
第
八
条
）、
復
権
（
政
令
で
要
件
を
定
め
て
、
或
い
は
、
人
を
特
定
し
て
行
う
資
格
を
回
復
さ
せ
る
恩
赦
、
恩
赦
法
第

九
条
・
第
一
〇
条
）
の
認
証
で
あ
る
（
第
七
条
第
六
号
）。
更
に
、
⑩
の
批
准
書
（
国
会
の
承
認
に
よ
っ
て
成
立
し
た
条
約
を
内
閣
が
審
査
し

て
、
そ
の
効
力
を
確
定
さ
せ
た
こ
と
〔
批
准
〕
を
明
示
す
る
文
書
）
の
認
証
、
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
外
交
文
書
（
外
交
交
渉
で
用
い
ら

れ
た
公
の
文
書
）
の
認
証
（
例
え
ば
、
大
使
及
び
公
使
の
解
任
状
の
認
証
、
外
務
公
務
員
法
第
九
条
）
で
あ
る
（
第
七
条
第
八
号
）。

政
治
的
権
能
を
有
し
な
い
天
皇
は
、
認
証
を
拒
否
で
き
な
い
。
天
皇
の
理
由
で
認
証
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
認
証
が
な
く
て

も
、
そ
の
行
為
は
、
無
効
と
は
な
ら
な
い
。

第
四
の
類
型
は
、
定
式
化
さ
れ
た
儀
式
（
事
や
人
の
節
目
に
行
わ
れ
る
催
し
）
を
行
う
儀
礼
的
（
形
が
定
ま
っ
て
い
る
）
国
事
行
為
で

あ
る
。

こ
こ
に
属
す
る
も
の
は
、

の
外
国
の
大
使
及
び
公
使
の
接
受
（
第
七
条
第
九
号
）
で
あ
る
。
接
受
と
は
、
本
来
は
、
外
交
使
節
に

対
し
て
ア
グ
レ
マ
ン
（a

g
rem

en
t

外
国
が
外
交
使
節
を
派
遣
す
る
に
先
立
っ
て
受
入
国
が
与
え
る
同
意
、
こ
れ
が
な
い
と
外
交
使
節
を
派
遣

で
き
な
い
）
を
与
え
、
そ
の
信
任
状
を
受
け
る
行
為
で
あ
る
が
（
日
本
国
憲
法
で
は
、
内
閣
の
権
限
、
第
七
三
条
第
二
号
）、
天
皇
は
、
政

治
的
権
能
を
持
た
ず
、
外
交
処
理
権
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
接
受
は
、
外
国
の
大
使
及
び
公
使
を
「
接
見
」（
会
う
こ
と
）
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
現
実
は
、
内
閣
は
、
外
国
に
対
し
、
天
皇
に
信
任
状
を
出
す
よ
う
指
示
し
、
天
皇
が
信
任
状
を
受
け

取
っ
て
い
る
。
ま
た
、

の
儀
式
の
挙
行
（
第
七
条
第
十
号
）
で
あ
る
。
こ
の
儀
式
は
、
国
家
と
し
て
行
う
儀
式
で
あ
り
、
天
皇
が
主

宰
す
る
儀
式
で
あ
り
、
非
宗
教
的
儀
式
（
国
家
と
宗
教
の
分
離
原
則
か
ら
、
憲
法
第
二
〇
条
）
で
あ
る
。
他
国
や
自
国
の
他
の
国
家
機
関

が
主
宰
す
る
儀
式
は
、
こ
の
場
合
の
「
儀
式
」
に
該
当
し
な
い
の
で
、
天
皇
は
、
そ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

皇
室
典
範
が
定
め
る
「
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
た
と
き
」
に
行
わ
れ
る
「
即
位
の
礼
」（
第
二
四
条
）
や
「
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
」
に

行
わ
れ
る
「
大
喪
の
礼
」（
第
二
五
条
）
は
、
非
宗
教
的
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
に
、
こ
の

の
儀
式
に
該
当
す
る
。
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天
皇
の
国
事
行
為
は
、
形
式
的
・
儀
礼
的
・
非
宗
教
的
な
性
格
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
。

第
五
は
、「
摂
政
」
を
「
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」、「
置
く
」（
第
五
条
）
こ
と
が
で
き
る
。

摂
政
と
は
、
天
皇
に
代
っ
て
天
皇
の
政
務
を
行
う
機
関
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
国
憲
法
で
は
、
天
皇
に
代
っ
て
、
天
皇
の
名
で
、

天
皇
の
行
う
「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
を
実
施
す
る
機
関
の
こ
と
を
言
う
（
第
五
条
）。

皇
室
典
範
は
、「
天
皇
が
成
年
（
十
八
年

引
用
者
、
第
二
二
条
）
に
達
し
な
い
と
き
は
」（
第
一
六
条
第
一
項
）、
自
動
的
に
、
ま
た
、

「
天
皇
が
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
重
患
又
は
重
大
な
事
故
に
よ
り
、
国
事
に
関
す
る
行
為
を
み
ず
か
ら
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
」（
第
一
六
条
第
二
項
）、
摂
政
を
置
く
と
し
て
い
る
。

皇
室
会
議
は
、
皇
室
典
範
に
よ
れ
ば
、
選
挙
さ
れ
た
皇
族
二
人
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
（
議

長
）、
宮
内
庁
の
長
、
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
及
び
そ
の
他
の
選
挙
さ
れ
た
裁
判
官
（
一
〇
名
の
議
員
）
で
構
成
さ
れ
る
（
第
二

八
条
・
第
二
九
条
）。

摂
政
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
皇
室
典
範
に
よ
れ
ば
、「
成
年
に
達
し
た
皇
族
」
で
あ
り
、
そ
の
順
位
の
第
一
位
は
、
皇
太
子

又
は
皇
太
孫
（
皇
嗣
た
る
皇
孫
）、
第
二
位
は
、
親
王
（
天
皇
に
な
る
資
格
を
有
す
る
天
皇
の
子
と
孫
）
及
び
王
（
三
世
以
下
の
天
皇
に
な
る

資
格
を
有
す
る
子
と
孫
）、
第
三
位
は
、
皇
后
（
天
皇
の
妻
）
と
な
っ
て
い
る
（
第
一
七
条
。
第
六
条
、
第
八
条
）。

日
本
国
憲
法
に
お
け
る
天
皇
の
就
任
方
法
や
天
皇
の
権
能
及
び
活
動
規
準
か
ら
、
天
皇
の
国
家
機
関
の
本
質
を
規
定
す
れ
ば
、
天
皇

は
、
統
治
も
君
臨
（
威
圧
）
も
し
な
い
、
国
民
主
権
の
も
と
で
の
最
も
完
成
さ
れ
た
君
主
（
そ
れ
故
、
君
主
の
最
終
形
態
の
君
主
・
死
滅

に
移
行
し
つ
つ
あ
る
君
主
）
の
一
形
態
で
あ
る
。

国
民
主
権
の
も
と
で
の
君
主
の
標
識
は
、
世
界
の
君
主
国
の
現
状
か
ら
ま
と
め
る
と
、
⑴
独
任
（
一
人
）
機
関
で
あ
る
こ
と
、
⑵
統

治
権
（
実
質
的
統
治
権
の
場
合
〔
例
え
ば
、
タ
イ
の
君
主
〕、
或
い
は
、
形
式
的
統
治
権
の
場
合
〔
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
君
主
〕）
を
有
す
る
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こ
と
、
⑶
そ
の
国
家
的
地
位
が
「
世
襲
」
で
あ
る
こ
と
、
⑷
対
外
的
に
国
家
を
代
表
す
る
機
関＝

元
首
で
あ
る
こ
と
、
⑸
国
の
象
徴
性

を
有
す
る
こ
と
、
⑹
無
答
責
（
責
任
を
負
わ
な
い
）
性
を
有
す
る
こ
と
、
⑺
伝
統
的
要
素
、
或
い
は
、
カ
リ
ス
マ
（
民
衆
を
心
酔
さ
せ
る

特
殊
能
力
）
的
要
素
を
有
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

天
皇
の
標
識
は
、
⑴
独
任
機
関
で
あ
る
こ
と
、
⑵
そ
の
国
家
的
地
位
が
「
世
襲
」
で
あ
る
こ
と
、
⑶
国
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
、
⑷
政

治
的
無
権
能
の
存
在
で
あ
る
こ
と
、
⑸
完
全
な
無
答
責
性
を
有
す
る
こ
と
、
⑹
伝
統
的
要
素
（
神
格
性
）
又
は
カ
リ
ス
マ
的
要
素
を
有

す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

天
皇
が
君
主
で
あ
る
最
大
の
理
由
は
、
国
民
主
権
の
も
と
で
、「
世
襲
」
が
認
め
ら
れ
る
国
家
機
関
は
、
ど
こ
の
国
に
お
い
て
も
、

君
主
機
関
の
み
で
あ
る
。
国
民
主
権
の
も
と
で
の
君
主
の
「
絶
対
条
件
」
は
、「
世
襲
」
的
地
位
で
あ
る
か
ら
、
世
襲
を
条
件
と
し
て

い
る
天
皇
は
、
国
民
主
権
の
も
と
で
の
君
主
で
あ
る
。
主
権
を
失
っ
た
君
主
に
と
っ
て
、「
政
治
的
権
能
」
を
有
し
て
い
る
か
否
か
は
、

国
民
主
権
の
も
と
で
の
君
主
の
条
件
に
と
っ
て
、
二
次
的
な
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
明
白
な
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
は
、
天
皇
機
関
を

君
主
機
関
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

国
民
主
権
の
も
と
で
、
世
襲
的
国
家
機
関
と
い
う
反
民
主
的
性
格
の
君
主
機
関
が
生
き
残
る
道
は
、
君
主
が
、
で
き
う
る
限
り
政
治

的
権
能
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
徹
底
さ
せ
た
の
が
、
日
本
国
憲
法
の
天
皇
機
関
で
あ
る
。

大
日
本
帝
国
に
お
い
て
、
祖
先
神
（
天
照
大
神
）
か
ら
統
治
権
を
付
与
さ
れ
た
（「
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
勅
語
」）
と
す
る
神
権
天
皇

と
し
て
の
裕
仁
天
皇
は
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
二
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
世
界
大
恐
慌
」（
一
九
三
三
年
ま
で
）
に
よ
っ
て
受
け
た
自
国

の
経
済
的
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
、
中
華
民
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
を
植
民
地
と
す
る
た
め
の
侵
略
戦
争
を
起
し
た
。

天
皇
制
政
権
は
、
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
に
中
華
民
国
の
東
北
部
（
満
州
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
を
植
民
地
に
す
る
た
め
の
「
満
州

事
変
」
を
起
し
、
一
九
三
七
年
七
月
七
日
に
中
華
民
国
全
土
を
植
民
地
に
す
る
た
め
の
「
日
中
戦
争
」
を
起
し
た
。
更
に
、
一
九
四
〇
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年
九
月
二
二
日
に
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
域
）
北
部
に
帝
国
軍
隊
を
進
駐
さ
せ
た
。

大
日
本
帝
国
に
よ
る
ア
ジ
ア
侵
略
は
、
ア
ジ
ア
に
植
民
地
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
や
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
ド
・
ビ
ル
マ
）
や

オ
ラ
ン
ダ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
の
間
の
緊
張
関
係
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
れ
に
対
処
す
る
方
策
と
し
て
、
天
皇
制
政
権
は
、

対
外
的
に
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
の
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
と
の
間
で
「
三
国
同
盟
」（
ア
メ
リ
カ
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
相
互
援

助
の
約
束
）
を
締
結
し
（
一
九
四
〇
年
九
月
二
七
日
）、
対
内
的
に
は
、
軍
国
主
義
（
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
）
を
確
立
し
た
（
全
国
民
を
侵
略

戦
争
に
動
員
す
る
た
め
の
公
的
組
織
で
あ
る
大
政
翼
賛
会
の
発
足
を
画
期
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
二
日
）。

フ
ァ
シ
ズ
ム
も
軍
国
主
義
も
、
個
人
の
尊
重
を
否
定
し
、
国
全
体
を
統
轄
す
る
国
家
へ
の
偏
重
を
求
め
る
全
体
主
義
で
国
内
を
統
一

し
、
対
外
的
に
は
、
他
国
・
他
国
民
族
・
他
国
人
民
に
対
す
る
侵
略
主
義
と
排
外
主
義
（
他
国
を
支
配
す
る
た
め
に
民
族
間
・
人
民
間
の

憎
悪
や
反
目
を
あ
お
る
思
想
と
立
場
）
と
抑
圧
主
義
を
実
行
す
る
、
対
内
的
に
は
、

初
め
は
、
ソ
フ
ト
に
部
分
的
に
、

最
後
は
、
暴

力
で
全
面
的
に
、
全
体
主
義
に
障
害
と
な
る
国
民
主
権
と
そ
れ
に
基
づ
く
民
主
主
義
や
、
基
本
的
人
権
や
、
地
方
自
治
や
、
司
法
権
の

独
立
や
、
政
党
や
、
議
会
政
治
（
議
会
が
あ
っ
て
も
）
な
ど
を
抹
殺
し
て
、
国
民
に
対
す
る
暴
力
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（Id

eo
lo
g
ie

観

念
形
態
）
的
独
裁
を
実
行
す
る
全
体
主
義
的
反
共
産
主
義
・
反
民
主
主
義
専
制
政
治
体
系
で
あ
る
。

三
国
同
盟
」
と
「
軍
国
主
義
」
を
以
て
国
家
の
侵
略
体
制
を
堅
固
に
し
た
天
皇
制
政
権
は
、
続
い
て
、
一
九
四
一
年
六
月
二
五
日

の
決
定
に
基
づ
い
て
、
七
月
二
八
日
に
、
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
南
部
に
帝
国
軍
隊
を
進
駐
さ
せ
た
。
こ
の
南
進
政
策
に
、
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
が
反
発
し
、
中
華
民
国
と
協
力
し
て
、
対
日
経
済
封
鎖
体
制
（
ア
メ
リ
カ
﹇
七
月
二
五
日
﹈・
イ
ギ
リ
ス

﹇
七
月
二
六
日
﹈・
オ
ラ
ン
ダ
﹇
七
月
二
七
日
﹈
に
あ
る
日
本
資
産
の
凍
結
、
ア
メ
リ
カ
﹇
八
月
一
日
﹈
と
オ
ラ
ン
ダ
﹇
七
月
二
八
日
﹈
に
よ
る

対
日
石
油
輸
出
禁
止
な
ど
）
を
形
成
し
た
。
そ
の
上
で
、
ア
メ
リ
カ
が
、
中
華
民
国
と
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
の
無
条
件
即
時

撤
退
や
「
三
国
同
盟
」
の
否
認
な
ど
の
要
求
を
打
ち
出
し
た
た
め
（
一
九
四
一
年
一
一
月
二
六
日
）、
天
皇
制
政
権
は
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
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ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
と
の
戦
争
を
決
定
し
た
。

一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
、
天
皇
制
政
権
は
、
陸
軍
が
マ
レ
ー
半
島
に
上
陸
し
て
奇
襲
攻
撃
を
行
い
、
海
軍
が
ハ
ワ
イ
島
真
珠
湾
を

奇
襲
攻
撃
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
「
宣
戦
布
告
」
を
行
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
植
民
地
に
す
る
た
め
の
「
太
平
洋
戦

争
」
を
起
し
、「
第
二
次
世
界
大
戦
」（
一
九
三
九
年
九
月
一
日－

一
九
四
五
年
九
月
二
日
）
に
参
戦
し
た
。

大
日
本
帝
国
は
、
香
港
、
マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ビ
ル
マ
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
を
占
領
し
て
、

一
九
四
二
年
五
月
初
め
に
、
東
南
ア
ジ
ア
を
ほ
ぼ
制
圧
し
た
。
し
か
し
、
一
九
四
二
年
六
月
五
日－

七
日
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
ア

メ
リ
カ
に
敗
北
し
た
の
を
画
期
と
し
て
、
全
戦
線
に
お
け
る
帝
国
軍
隊
の
敗
退
が
始
ま
り
、
つ
い
に
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
広
島
（
一
九

四
五
年
八
月
六
日
）
と
長
崎
（
同
年
八
月
九
日
）
へ
の
原
子
爆
弾
の
投
下
及
び
ソ
連
邦
（
ソ
ヴ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
）
に
よ
る
対
日

宣
戦
布
告
（
同
年
八
月
八
日
）
を
契
機
に
し
て
、
一
九
四
五
年
七
月
二
六
日
に
発
表
（
大
日
本
帝
国
に
通
告
）
さ
れ
た
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
」
を
受
諾
し
（
一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
）、
戦
闘
を
止
め
た
（
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
）。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
は
、
ド
イ
ツ
の
ポ
ツ
ダ
ム
で
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
（
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
）
と
イ
ギ
リ
ス
（
チ
ャ
ー
チ
ル
総
理
大

臣
）
と
ソ
連
邦
（
ス
タ
ー
リ
ン
ソ
連
邦
共
産
党
書
記
長
）
の
首
脳
会
議
（「
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
」、
一
九
四
五
年
七
月
一
七
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
）

に
お
い
て
合
意
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
（
大
統
領
）・
イ
ギ
リ
ス
（
総
理
大
臣
）・
中
華
民
国
（
政
府
主
席
）
の
名
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
大

日
本
帝
国
の
「
降
伏
条
件
」
を
定
め
た
文
書
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
万
人
の
ア
ジ
ア
人
を
殺
害
し
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
を
従
軍
慰
安
婦
に
し
、
三
一
〇
万
人
以
上
の
日
本
人
を
死

に
至
ら
し
め
て
、
大
日
本
帝
国
は
、「
日
中
戦
争
」
に
も
、「
太
平
洋
戦
争
」
に
も
、
更
に
、「
第
二
次
世
界
大
戦
」
に
も
敗
北
し
た

（
一
九
四
五
年
九
月
二
日
）。

天
皇
の
臣
民
と
し
て
の
国
民
は
、
軍
国
主
義
体
制
の
も
と
で
、
裕
仁
天
皇
の
名
で
、
身
も
心
も
財
産
も
侵
略
戦
争
に
捧
げ
さ
せ
ら
れ
、
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反
軍
国
主
義
者
は
、
裕
仁
天
皇
の
名
で
、「
治
安
維
持
法
」
に
よ
っ

て
、
弾
圧
さ
れ
た
。

治
安
維
持
法
」
は
、
国
体
（
天
皇
と
天
皇
制
国
家
）
を
変
革
し
よ

う
と
し
た
、
私
有
財
産
制
を
否
認
し
よ
う
と
し
た
と
す
る
者
を
処
罰

す
る
法
律
で
あ
り
、
一
九
二
五
年
三
月
一
九
日
に
制
定
さ
れ
、
同
五

月
一
二
日
に
施
行
さ
れ
た
（
一
九
二
八
年
六
月
二
九
日
の
改
定
公
布
で

死
刑
・
無
期
刑
が
追
加
さ
れ
た
）。
一
九
二
五
年
五
月
一
二
日
の
施
行

か
ら
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
五
日
の
廃
止
公
布
ま
で
の
間
に
弾
圧
さ

れ
た
犠
牲
者
の
数
は
、「
第
二
表
」（
判
明
分
）
の
通
り
で
あ
る
。

ポ
ツ
ダ
ム

３
）

宣
言
」
の
主
な
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈠

日
本
軍
国
主
義
者
の
権
力
及
び
勢
力
は
、
永
久
に
除
去
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
六
項
）。

㈡

日
本
国
軍
隊
は
、
完
全
に
武
装
解
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
第
九
項
）。

㈢

一
切
の
戦
争
犯
罪
人
に
対
し
て
厳
重
な
る
処
罰
が
加
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
十
項
）。

㈣

日
本
国
に
民
主
主
義
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
が
確
立
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
十
項
）。
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第二表 治安維持法の犠牲者数

(1925年５月12日施行－1945年10月15日廃止公布)

警察署での拷問による虐殺者 93人

服役中・未決勾留中の獄死者 128人

服役中、未決勾留中の暴行・虐待、劣悪な環境などによる発病で出獄・

釈放後死亡した者（獄死者に準ずる者）
208人

弾圧、周囲の圧力で再起できず自死した者 25人

宗教弾圧での虐殺・獄死者・準獄死者 60人

検挙者数 68,274人

起訴者数（送局者数） 6,550人

起訴猶予 7,316人

検束・勾留者数（未送検者数） 数十万人

★治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟調査（2015年４月現在）

(出所) 東京山宣会編『“我らのやません”と東京 山本宣治－反戦平和を貫いた生涯－』・東

京山宣会・2016年・58頁。



㈤

日
本
国
の
軍
需
産
業
の
維
持
は
許
さ
れ
な
い
（
第
十
一
項
）。

㈥

以
上
の
こ
と
が
達
成
さ
れ
且
つ
日
本
国
国
民
の
自
由
に
表
明
せ
る
意
思
に
従
い
平
和
的
傾
向
を
有
し
且
つ
責
任
あ
る
政
府
が
樹

立
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
国
は
連
合
国
の
占
領
軍
の
占
領
を
受
け
る
（
第
七
項
、
第
十
二
項
）。

連
合
国
」
と
は
、「
第
二
次
世
界
大
戦
」
を
起
し
（
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
）・
広
げ
（
日
本
）
た
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
日
本
と
そ
の

同
盟
国
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ル
ガ
ニ
ア
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
タ
イ
の
七
か
国
）

枢
軸

国
」
の
侵
略
戦
争
に
対
抗
す
る
目
的
で
同
盟
し
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
中
華
民
国
・
ソ
連
邦
な
ど
を
含
む
五
三
か
国

の
こ
と
を
指
す
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
に
基
づ
い
て
一
九
四
五
年
八
月
二
八
日
よ
り
大
日
本
帝
国
を
軍
事
占
領
し
た
「
連
合
国
」
の
占
領
軍
（
実
質
的

に
は
ア
メ
リ
カ
軍
）
の
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
官
（
八
月
三
〇
日
、
厚
木
到
着
）
は
、
ア
メ
リ

カ
・
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
政
権
の
天
皇
制
を
改
革
し
て
残
す
方
針
（『
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
（
国
務
・
陸
軍
・
海
軍
三
省
調
整
委
員
会
）

二
二

八
・「
日
本
の
統
治
体
制
の

４
）

改
革
」』）
を
踏
ま
え
て
、
天
皇
制
の
変
革
に
取
り
組
ん
だ
。

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
政
権
は
、
当
時
、
大
日
本
帝
国
を
⑴
再
び
ア
メ
リ
カ
又
は
世
界
の
平
和
と
安
全
の
脅
威
と
な
ら
な
い
資
本
主
義

国
に
す
る
、
⑵
他
国
家
の
権
利
を
尊
重
し
国
際
連
合
憲
章
の
理
想
と
原
則
に
示
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
目
的
を
支
持
す
る
平
和
的
政

府
を
も
つ
国
に
す
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
経
済
的
に
は
、
日
本
資
本
主
義
内
に
存
在
す
る
軍
事
的
要
素
と
封
建
的
要
素
を
排

除
す
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
（
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が
一
九
四
五
年
九
月
二
二
日
に
発
表
し
た
「
降
伏
後
ニ
於
ケ
ル
米
国
ノ
初
期
ノ
対
日

５
）

方
針
」）。
そ
の
た
め
に
、
天
皇
制
の
利
用
を
考
え
、
そ
れ
の
存
続
を
企
図
し
た
。

し
か
し
、「
第
二
次
世
界
大
戦
」
に
お
け
る
戦
争
責
任
を
有
す
る
天
皇
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
す
こ
と
は
、
国
際
世
論
が
、
認
め

な
か
っ
た
。
ソ
連
邦
、
中
華
民
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
積
極
的
に
天
皇
制
の
廃
止
を
主
張

６
）

し
た
。
ア
メ
リ
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カ
国
内
で
も
、
裕
仁
天
皇
に
対
し
て
、
厳
し
い
態
度
が
示
さ
れ
た
。

一
九
四
五
年
六
月
初
旬
に
実
施
さ
れ
た
未
公
表
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
世
論

７
）

調
査
」
に
よ
れ
ば
、「
戦
後
、
日
本
国
天
皇
を
ど
う
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
か
」
と
の
問
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
民
は
、
次
の
よ
う
な
答
を
返
し
た
。

ギ
ャ
ッ
プ
世
論
調
査
」

戦
後
、
日
本
国
天
皇
を
ど
う
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
か
。」

殺
害
す
る
、
苦
痛
を
強
い
、
餓
死
さ
せ
る
…
…
三
六
％

処
罰
も
し
く
は
国
外
追
放
す
る
…
…
二
四
％

裁
判
に
付
し
、
有
罪
な
ら
ば
処
罰
す
る
…
…
一
〇
％

戦
争
犯
罪
人
と
し
て
処
遇
す
る
…
…
七
％

不
問
に
付
す
、
上
級
軍
事
指
導
者
に
責
任
あ
り
…
…
四
％

傀
儡
と
し
て
利
用
す
る
…
…
三
％

そ
の
他
…
…
四
％

意
見
な
し
…
…
一
二
％

合
計
…
…
一
〇
〇
％

天
皇
制
を
改
革
し
て
残
す
こ
と
を
決
め
た
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
政
権
に
と
っ
て
、
も
う
一
つ
の
課
題
は
、「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
に
示

さ
れ
た
「
一
切
の
戦
争
犯
罪
人
に
対
し
て
厳
重
な
る
処
罰
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第
十
項
）
を
、
裕
仁
天
皇
に
適
用
す
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る
か
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
一
一
月
二
九
日
、
ア
メ
リ
カ
統
合
参
謀
本
部
は
、「
極
秘
通
達
」（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｘ
第
八
五
八
一
一
号
）
を
以
て
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
最
高
司
令
官
に
、
裕
仁
天
皇
を
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
裁
く
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
求

８
）

め
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
官
は
、
一
九
四
六
年
一
月
二
五
日
付
で
、
米
国
陸
軍
参
謀
総
長
（
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
）
に
、
次
の
よ
う
な

「

９
）

電
報
」
を
送
っ
た
。

天
皇
を
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
裁
判
に
付
し
、
天
皇
を
排
除
す
る
な
ら
ば
、
日
本
全
体
で
抵
抗
が
起
り
、
大
衆
は
、
共
産
主
義
革
命
を

志
向
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
最
小
限
に
み
て
も
、
お
そ
ら
く
一
〇
〇
万
人
の
軍
隊
と
数
十
万
の
行
政
官
が

必
要
と
な
り
、
無
期
限
に
こ
れ
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

当
該
「
電
報
」
の
全
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ｃ
Ａ
第
五
七
二
三
五
号

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
か
ら
米
国
陸
軍
参
謀
総
長
（
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
）
あ
て

一
九
四
六
年
一
月
二
五
日

機
密

緊
急

一
九
四
六
年
一
月
二
五
日
午
前
一
時
四
五
分

東
京
発
信

﹇
一
月
二
六
日
受
信
﹈

Ｃ
Ａ
第
五
七
二
三
五
号
。
Ｗ
Ｘ
第
九
三
八
七
一
号
に
関
し
て
。
Ｗ
Ｘ
第
八
五
八
一
一
号
を
受
信
し
て
以
来
、
当
地
に
お
い
て
は
、
天

皇
の
犯
罪
を
裁
判
で
問
う
場
合
に
備
え
、
設
定
さ
れ
た
諸
制
約
の
も
と
で
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
過
去
一
〇
年
間
に
、
程
度
は
さ
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ま
ざ
ま
で
あ
る
に
せ
よ
、
天
皇
が
日
本
帝
国
の
政
治
上
の
諸
決
定
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
同
人
の
正
確
な
行
動
に
つ
い
て
は
、
明
白

確
実
な
証
拠
は
何
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
徹
底
的
に
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
終
戦
時
ま
で
の
天
皇
の
国
事
へ
の
か

か
わ
り
方
は
、
大
部
分
が
受
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
輔
弼
者
の
進
言
に
機
械
的
に
応
じ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
、
確
か
な
印

象
を
得
て
い
る
。
た
と
え
天
皇
が
明
確
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
支
配
的
な
軍
閥
に
よ
っ
て
操
ら
れ
、
か
つ
代
表
さ
れ
て
い

る
世
論
の
流
れ
を
さ
え
ぎ
ろ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
努
力
は
、
実
際
上
、
天
皇
を
た
ぶ
ん
危
難
に
陥
れ
た
で
あ
ろ
う
、
と
信

じ
る
人
々
も
い
る
。

も
し
も
天
皇
を
裁
判
に
付
そ
う
と
す
れ
ば
、
占
領
計
画
に
大
き
な
変
更
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
実
際
の
行
動
が

開
始
さ
れ
る
前
に
、
し
か
る
べ
き
準
備
を
完
了
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
天
皇
を
告
発
す
る
な
ら
ば
、
日
本
国
民
の
間
に
必
ず
や
大
騒

乱
を
惹
き
起
こ
し
、
そ
の
影
響
は
ど
れ
ほ
ど
過
大
視
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
天
皇
は
、
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
り
、

天
皇
を
排
除
す
る
な
ら
ば
、
日
本
は
瓦
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
問
題
と
し
て
、
す
べ
て
の
日
本
国
民
は
天
皇
を
国
家
の
社
会
的
首
長

と
し
て
尊
崇
し
て
お
り
、
正
否
の
ほ
ど
は
別
と
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
協
定
は
、
彼
を
日
本
国
天
皇
と
し
て
擁
護
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い

た
と
信
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
も
連
合
国
が
﹇
そ
れ
に
反
し
た
﹈
措
置
を
と
る
な
ら
ば
、
日
本
国
民
は
、
こ
れ
を
日
本
史
上

﹇
最
大
の
﹈…
…
背
信
行
為
と
み
な
す
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
識
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
憎
し
み
と
憤
り
は
、
か
な
り
の

年
月
に
わ
た
っ
て
続
く
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
確
実
に
相
互
復
讐
が
始
ま
り
、
や
が
て
は
終
熄
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
に
は
何
世

紀
も
か
か
る
で
あ
ろ
う
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
措
置
に
対
し
て
は
、
日
本
全
体
が
消
極
的
な
い
し
半
ば
積
極
的
な
手
段
に
よ
っ
て
抵
抗
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。
彼
ら
は
武
装
解
除
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
訓
練
を
積
み
、
十
分
に
装
備
さ
れ
た
軍
隊
に
と
っ
て
は
何
ら
特
別
の
脅
威
と

は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
統
治
機
関
の
機
能
が
停
止
し
、
開
化
し
た
営
み
の
大
部
分
が
と
ま
り
、
そ
し
て
、
地
下
運
動
に
よ
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る
混
乱
・
無
秩
序
状
態
が
山
岳
地
域
や
辺
地
で
の
ゲ
リ
ラ
戦
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
思
う
に
、
そ
う
な
れ

ば
、
近
代
的
な
民
主
主
義
方
式
を
導
入
す
る
望
み
は
す
べ
て
消
え
、
最
終
的
に
軍
事
支
配
が
終
わ
っ
た
と
き
、
自
由
を
奪
わ
れ
た
大
衆

は
、
お
そ
ら
く
共
産
主
義
的
路
線
に
沿
っ
た
何
ら
か
の
形
の
厳
し
い
画
一
的
管
理
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

事
態
は
、
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
占
領
上
の
問
題
を
生
む
こ
と
を
意
味
し
、
占
領
軍
の
大
幅
増
強
が
絶
対
不
可

欠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
最
小
限
に
み
て
も
、
お
そ
ら
く
一
〇
〇
万
の
軍
隊
が
必
要
と
な
り
、
無
期
限
に
こ
れ
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
行
政
官
を
全
面
的
に
補
充
し
、
呼
び
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
規
模
は
、

お
そ
ら
く
数
十
万
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
態
の
も
と
で
は
、
何
百
万
も
の
民
間
貧
窮
人
口
を
抱
え
つ
つ
、
事
実

上
、
戦
時
方
式
に
よ
る
対
外
物
資
補
給
体
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
諭
ず
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
の
ほ

か
数
多
く
の
き
わ
め
て
厳
し
い
結
果
を
予
想
し
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
連
合
国
は
、
新
た
な
偶
発
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
諸
方
針
に

も
と
づ
い
て
、
完
全
な
計
画
を
あ
ら
た
め
て
慎
重
に
用
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
占
領
軍
を
構
成
す
る
諸
国
軍
隊
に
つ
い
て
も
、
き
わ
め

て
慎
重
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
人
的
資
源
、
経
済
力
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
そ
の
他
の
責
任
と
い
う
、
恐
る

べ
き
重
荷
を
米
国
が
一
方
的
に
負
担
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
筋
合
い
に
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。

天
皇
を
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
裁
判
に
付
す
べ
き
か
否
か
の
決
定
は
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
政
策
決
定
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
小
官
が
勧
告
を
行
な
う
こ
と
は
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
る
。
し
か
し
、
諸
国
の
最
高
首
脳
に
よ
る
決
定
が
〔
裁
判
を
〕
是

と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
前
述
の
措
置
が
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
原
注
〕
﹇

﹈
内
は
国
防
省
に
よ
り
付
加
さ
れ
た
。

こ
の
電
報
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
官
に
と
っ
て
、
天
皇
制
の
存
置
と
裕
仁
天
皇
の
利
用
、
従
っ
て
ま
た
、
裕
仁
天
皇
を
戦
争
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犯
罪
人
と
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
最
終
意
思
決
定
の
表
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
電
報
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
政
権
に

と
っ
て
も
、
天
皇
制
と
裕
仁
天
皇
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
最
終
意
思
決
定
の
道
具
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
が
天
皇
制
を
存
置
し
裕
仁
天
皇
を
戦
争
犯
罪
人
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
理
由
は
、
第
一
に
、
裕
仁
天
皇
を
利
用
し
て
、

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
に
基
づ
く
大
日
本
帝
国
の
ア
メ
リ
カ
流
改
造
を
円
滑
に
実
施
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
り
、
第
二
に
、
天
皇
制
の

廃
止
に
伴
っ
て
生
じ
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
日
本
国
民
の
反
ア
メ
リ
カ
衝
動
と
共
産
主
義
革
命
衝
動
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
た
め
で

あ
っ
た
。
日
本
国
民
の
共
産
主
義
革
命
衝
動
の
阻
止
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
民
衆
の
共
産
主
義
革
命
衝
動
を
阻
止
す
る
た
め
と
い
う
意
味

が
含
ま
れ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
の
天
皇
制
改
革
は
、
日
本
国
憲
法
の
「
第
一
章

天
皇
」
に
表
現
さ
れ
た
。

日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
、

如
何
な
る
国
家
意
思
決
定
も
し
な
い
政
治
的
無
権
能
と
し
て
の
君
主
、

「
象
徴
」
と
し
て
、
統
治
も

君
臨
も
し
な
い
国
家
の
装
飾
物
と
し
て
の
君
主
、

国
民
と
直
接
的
に
接
触
し
な
い
君
主
、
つ
ま
り
、「
象
徴
君
主
」
が
創
出
さ
れ
た
。

象
徴
君
主
」
は
、
国
民
主
権
の
も
と
で
の
君
主
の
理
想
型
で
あ
る
。

君
主
は
、
国
民
主
権
の
発
展
に
対
応
し
て
、
生
き
残
る
限
り
は
、
民
主
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
君
主
の
民
主
化
と
は
、

政
治

的
無
権
能
と
な
る
こ
と
、

国
民
と
没
関
係
に
な
る
こ
と
、

活
動
が
国
家
内
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
国
民
は
、
天
皇
が
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
「
外
見
的
立
憲

10
）

君
主
」

形
式
的
に
は
立
憲

11
）

君
主
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
絶
対

12
）

君
主
と
い
う
性
格
の
君
主

か
ら
、
立
憲
君
主
と
議
会
主
義
的
君
主
を
飛
び
越
し
て
、
日
本
国
憲
法
の
「
象
徴
君
主
」
に
転
換
し
た

た
め
、
天
皇
を
意
識
し
な
い
で
経
済
的
・
政
治
的
・
文
化
的
生
活
を
営
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

第
六
に
、「
象
徴
君
主
」
と
な
っ
た
天
皇
の
国
家
機
関
と
し
て
の
活
動

公
的
行
為
」
は
、「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
の
み
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
行
為
は
、
す
べ
て
、「
私
的
行
為
」
と
な
る
。
天
皇
の
私
的
行
為
に
は
、
如
何
な
る
国
家
機
関
の
関
与
も
、
許
さ
れ
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な
い
。

Ⅱ

明
仁
天
皇
の
「
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
問
題
点

宮
内
庁
が
二
〇
一
六
年
八
月
八
日
に
発
表
し
た
「
象
徴
と
し
て
の
お
務
め
に
つ
い
て
の
天
皇
陛
下
お
言
葉
」
と
題
す
る
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
「
全
文
」
は
、
次
の
通
り
で

13
）

あ
る
。

象
徴
と
し
て
の
お
務
め
に
つ
い
て
の
天
皇
陛
下
お
言
葉

戦
後
七
十
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
過
ぎ
、
二
年
後
に
は
、
平
成
三
十
年
を
迎
え
ま
す
。

私
も
八
十
を
越
え
、
体
力
の
面
な
ど
か
ら
様
々
な
制
約
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
、
天
皇
と
し
て
の
自
ら
の
歩
み
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
こ
の
先
の
自
分
の
在
り
方
や
務
め
に
つ
き
、
思
い
を
致
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
日
は
、
社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
天
皇
も
ま
た
高
齢
と
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
在
り
方
が
望
ま
し
い
か
、
天
皇
と
い
う
立

場
上
、
現
行
の
皇
室
制
度
に
具
体
的
に
触
れ
る
こ
と
は
控
え
な
が
ら
、
私
が
個
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
考
え
て
来
た
こ
と
を
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

即
位
以
来
、
私
は
国
事
行
為
を
行
う
と
共
に
、
日
本
国
憲
法
下
で
象
徴
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
天
皇
の
望
ま
し
い
在
り
方
を
、
日
々
模

索
し
つ
つ
過
ご
し
て
来
ま
し
た
。
伝
統
の
継
承
者
と
し
て
、
こ
れ
を
守
り
続
け
る
責
任
に
深
く
思
い
を
致
し
、
更
に
日
々
新
た
に
な
る

日
本
と
世
界
の
中
に
あ
っ
て
、
日
本
の
皇
室
が
、
い
か
に
伝
統
を
現
代
に
生
か
し
、
い
き
い
き
と
し
て
社
会
に
内
在
し
、
人
々
の
期
待

50立正法学論集第51巻第１号 (2017)



に
応
え
て
い
く
か
を
考
え
つ
つ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
何
年
か
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
二
度
の
外
科
手
術
を
受
け
、
加
え
て
高
齢
に
よ
る
体
力
の
低
下
を
覚
え
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
こ
れ
か
ら
先
、
従
来
の
よ
う
に
重
い
務
め
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
身
を
処
し
て

い
く
こ
と
が
、
国
に
と
り
、
国
民
に
と
り
、
ま
た
、
私
の
あ
と
を
歩
む
皇
族
に
と
り
良
い
こ
と
で
あ
る
か
に
つ
き
、
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
既
に
八
十
を
越
え
、
幸
い
に
健
康
で
あ
る
と
は
申
せ
、
次
第
に
進
む
身
体
の
衰
え
を
考
慮
す
る
時
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

全
身
全
霊
を
も
っ
て
象
徴
の
務
め
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
、
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
ま
す
。

私
が
天
皇
の
位
に
つ
い
て
か
ら
、
ほ
ぼ
二
十
八
年
、
こ
の
間かん
私
は
、
我
が
国
に
お
け
る
多
く
の
喜
び
の
時
、
ま
た
悲
し
み
の
時
を
、

人
々
と
共
に
過
ご
し
て
来
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
天
皇
の
務
め
と
し
て
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
安
寧
と
幸
せ
を
祈
る
こ
と
を
大
切

に
考
え
て
来
ま
し
た
が
、
同
時
に
事
に
あ
た
っ
て
は
、
時
と
し
て
人
々
の
傍
ら
に
立
ち
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
、
思
い
に
寄
り
添
う
こ

と
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
来
ま
し
た
。
天
皇
が
象
徴
で
あ
る
と
共
に
、
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
天

皇
が
国
民
に
、
天
皇
と
い
う
象
徴
の
立
場
へ
の
理
解
を
求
め
る
と
共
に
、
天
皇
も
ま
た
、
自
ら
の
あ
り
よ
う
に
深
く
心
し
、
国
民
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
常
に
国
民
と
共
に
あ
る
自
覚
を
自
ら
の
内
に
育
て
る
必
要
を
感
じ
て
来
ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
日

本
の
各
地
、
と
り
わ
け
遠
隔
の
地
や
島
々
へ
の
旅
も
、
私
は
天
皇
の
象
徴
的
行
為
と
し
て
、
大
切
な
も
の
と
感
じ
て
来
ま
し
た
。
皇
太

子
の
時
代
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
私
が
皇
后
と
共
に
行おこなっ
て
来
た
ほ
ぼ
全
国
に
及
ぶ
旅
は
、
国
内
の
ど
こ
に
お
い
て
も
、
そ
の
地
域
を
愛

し
、
そ
の
共
同
体
を
地
道
に
支
え
る
市し
井せい
の
人
々
の
あ
る
こ
と
を
私
に
認
識
さ
せ
、
私
が
こ
の
認
識
を
も
っ
て
、
天
皇
と
し
て
大
切
な
、

国
民
を
思
い
、
国
民
の
た
め
に
祈
る
と
い
う
務
め
を
、
人
々
へ
の
深
い
信
頼
と
敬
愛
を
も
っ
て
な
し
得
た
こ
と
は
、
幸
せ
な
こ
と
で
し
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た
。天

皇
の
高
齢
化
に
伴
う
対
処
の
仕
方
が
、
国
事
行
為
や
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
行
為
を
限
り
な
く
縮
小
し
て
い
く
こ
と
に
は
、
無
理

が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
天
皇
が
未
成
年
で
あ
っ
た
り
、
重
病
な
ど
に
よ
り
そ
の
機
能
を
果
た
し
得
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

天
皇
の
行
為
を
代
行
す
る
摂
政
を
置
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
天
皇
が
十
分
に
そ
の
立
場
に
求
め
ら
れ
る

務
め
を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
、
生
涯
の
終
わ
り
に
至
る
ま
で
天
皇
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

天
皇
が
健
康
を
損
な
い
、
深
刻
な
状
態
に
立
ち
至
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
社
会
が
停
滞
し
、
国
民
の
暮
ら

し
に
も
様
々
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
更
に
こ
れ
ま
で
の
皇
室
の
し
き
た
り
と
し
て
、
天
皇
の
終
焉
に
当
た
っ
て
は
、

重
いもがりの
行
事
が
連
日
ほ
ぼ
二
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
続
き
、
そ
の
後
喪そう
儀ぎ
に
関
連
す
る
行
事
が
、
一
年
間
続
き
ま
す
。
そ
の
様
々
な
行
事

と
、
新
時
代
に
関
わ
る
諸
行
事
が
同
時
に
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
行
事
に
関
わ
る
人
々
、
と
り
わ
け
残
さ
れ
る
家
族
は
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
下
に
置
か
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
の
思
い
が
、
胸
に
去
来
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

始
め
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
憲
法
の
下もと
、
天
皇
は
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
た
び
我
が
国

の
長
い
天
皇
の
歴
史
を
改
め
て
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
皇
室
が
ど
の
よ
う
な
時
に
も
国
民
と
共
に
あ
り
、
相
た
ず
さ
え
て
こ
の

国
の
未
来
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、
そ
し
て
象
徴
天
皇
の
務
め
が
常
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
安
定
的
に
続
い
て
い
く
こ
と
を
ひ
と
え

に
念
じ
、
こ
こ
に
私
の
気
持
ち
を
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。

国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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＊

（
も
が
り
）

本
葬
の
前
に
、
一
定
期
間
、
仮
の
場
所
に
遺
体
を
安
置
し
て
様
々
な
宗
教
行
為
を
行
う
葬
儀
の
伝
統
。
元
々

は
中
国
の
影
響
と
さ
れ
、
天
武
天
皇
の
葬
儀
の
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
昭
和
天
皇
が
崩
御
し
た
際
も
、

皇
居
内
に
ひ
つ
ぎ
を
安
置
す
る

宮
（
ひ
ん
き
ゅ
う
）
が
造
営
さ
れ
た
。

天
皇
の
「
生
前
退
位
」
を
求
め
る
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
さ
れ
る
こ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
か
ら
、
天
皇
の
「
言
い
分
」
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴

明
仁
天
皇
に
と
っ
て
の
象
徴
天
皇
と
は
、「
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
安
寧
と
幸
せ
を
祈
る
こ
と
」
を
す
る
存
在
で
あ
り
、「
同
時

に
事
に
あ
た
っ
て
は
、
時
と
し
て
人
々
の
傍
に
立
ち
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
、
思
い
に
寄
り
添
う
こ
と
」
を
す
る
存
在
で
あ
る
。「
国

民
統
合
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
天
皇
が
国
民
に
、
天
皇
と
い
う
象
徴
の
立
場
へ
の
理
解
を
求
め
る
と
共
に
、
天

皇
も
ま
た
、
自
ら
の
あ
り
よ
う
を
深
く
心
し
、
国
民
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
常
に
国
民
と
共
に
あ
る
自
覚
を
自
ら
の
内
に
育
て
る
必

要
」
が
あ
る
。「
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
日
本
の
各
地
、
と
り
わ
け
遠
隔
の
地
や
島
々
へ
の
旅
も
、
私
は
天
皇
の
象
徴
的
行
為
と

し
て
、
大
切
な
も
の
と
感
じ
て
来
た
」。

⑵

天
皇
の
高
齢
化
に
伴
う
対
処
の
仕
方
が
、
国
事
行
為
や
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
行
為
を
限
り
な
く
縮
小
し
て
い
く
こ
と
に
は
、

無
理
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
」。

⑶

天
皇
が
未
成
年
で
あ
っ
た
り
、
重
病
な
ど
に
よ
り
そ
の
機
能
を
果
た
し
得
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
天
皇
の
行
為
を
代
行
す

る
摂
政
を
置
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
」
る
が
、「
こ
の
場
合
も
、
天
皇
が
十
分
に
そ
の
立
場
に
求
め
ら
れ
る
務
め
を
果
せ
ぬ
ま
ま
、
生
涯
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の
終
わ
り
に
至
る
ま
で
天
皇
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
」。

⑷

天
皇
の
死
と
即
位
に
関
す
る
行
事
が
同
時
に
進
行
す
る
「
死
後
退
位
」
の
制
度
の
も
と
で
は
、
行
事
に
関
わ
る
「
残
さ
れ
る
家

族
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
ざ
る
を
得
な
い
」。「
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
の
思
い
が
、

胸
に
去
来
す
る
」。

⑸

こ
れ
か
ら
も
皇
室
が
ど
の
よ
う
な
時
に
も
国
民
と
共
に
あ
り
、
相
た
ず
さ
え
て
こ
の
国
の
未
来
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、
そ

し
て
象
徴
天
皇
の
務
め
が
常
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
安
定
的
に
続
い
て
い
く
こ
と
を
ひ
と
え
に
念
じ
（
て
い
る
）」。

天
皇
と
い
う
国
家
機
関
は
、
日
本
国
憲
法
で
認
め
ら
れ
た
国
家
機
関
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
天
皇
機
関
に
関
す
る
問
題
の
解
決
は
、

日
本
国
憲
法
の
原
理
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
国
憲
法
は
、
国
民
主
権
を
根
本
原
理
と
す
る
憲
法
で
あ
り
、
そ
の
も
と
で
の
天
皇
と
い
う
国
家
機
関
は
、
国
民
主
権
の
統
制
を

受
け
る
「
君
主
（
国
王
）」
機
関
で
あ
る
。

国
民
主
権
と
君
主
機
関
は
、
対
立
関
係
に
あ
る
。
国
民
主
権
が
強
力
で
あ
れ
ば
、
君
主
機
関
は
装
飾
化
・
形
式
化
し
、
君
主
機
関
が

強
力
で
あ
れ
ば
、
国
民
主
権
は
形
骸
化
す
る
。
そ
れ
故
、
国
民
主
権
の
統
制
を
受
け
る
君
主
機
関＝

天
皇
機
関
の
問
題
は
、
国
民
主
権

の
観
点
か
ら
、
日
本
国
憲
法
の
原
理
に
基
づ
い
て
、
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
仁
天
皇
の
「
言
い
分
」
の
問
題
点
の
第
一
は
、
明
仁
天
皇
に
と
っ
て
の
「
象
徴
天
皇
」
と
は
、「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
と
「
象

徴
と
し
て
の
行
為
」
を
行
う
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
国
憲
法
の
立
場
は
、「
天
皇
は
、
こ
の
憲
法
の
定
め
る
国
事
に
関
す
る
行
為
の
み
を
行
ひ
」（
第
四
条
第
一
項
）
で
あ

る
か
ら
、
天
皇
の
公
的
行
為
は
、「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
の
み
で
あ
る
。

明
仁
天
皇
の
述
べ
る
「
象
徴
と
し
て
の
行
為
」
は
、
内
閣
が
日
本
国
憲
法
を
歪
め
て
捏
造
し
た
公
的
行
為
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
一
九
六
四
年
三
月
一
九
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
瓜
生
順
良
宮
内
庁
次
長
は
、
天
皇
の
行
為
に
つ
い
て
、

「
象
徴
」
と
い
う
地
位
を
踏
ま
え
て
、「
国
事
行
為
、
そ
れ
か
ら
単
な
る
私
的
な
こ
と
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
中
間
に
象
徴
と
し

て
の
公
の
御
行
為
は

14
）

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
二
月
一
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
理
事
会
に
お
い
て
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
か
ら
、
次
の
見
解
が
表
明
さ

15
）

れ
た
。天

皇
の
公
的
行
為
に
つ
い
て
」
の
政
府
見
解
（
全
文
）

【
天
皇
の
公
的
行
為
に
つ
い
て
】

１

い
わ
ゆ
る
天
皇
の
公
的
行
為
と
は
、
憲
法
に
定
め
る
国
事
行
為
以
外
の
行
為
で
、
天
皇
が
象
徴
と
し
て
の
地
位
に
基
づ
い
て
、

公
的
な
立
場
で
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
天
皇
の
公
的
行
為
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
明
文
の
根
拠
は
な
い
が
、
象
徴
た
る
地
位

に
あ
る
天
皇
の
行
為
と
し
て
当
然
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２

天
皇
の
公
的
行
為
は
、
国
事
行
為
で
は
な
い
た
め
、
憲
法
に
い
う
内
閣
の
助
言
と
承
認
は
必
要
で
は
な
い
が
、
憲
法
第
４
条

は
、
天
皇
は
「
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
」
と
規
定
し
て
お
り
、
内
閣
は
、
天
皇
の
公
的
行
為
が
憲
法
の
趣
旨
に
沿
っ

て
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

３

天
皇
の
公
的
行
為
に
は
、
外
国
賓
客
の
接
遇
の
ほ
か
、
外
国
ご
訪
問
、
国
会
開
会
式
に
ご
臨
席
に
な
り
お
こ
と
ば
を
述
べ
る

こ
と
、
新
年
一
般
参
賀
へ
の
お
出
ま
し
、
全
国
植
樹
祭
や
国
民
体
育
大
会
へ
の
ご
臨
席
な
ど
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
公
的
行
為
の
性
格
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
統
一
的
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
は
、
現
実
的
で

は
な
い
。
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４

従
っ
て
、
天
皇
の
公
的
行
為
に
つ
い
て
は
、
各
行
事
等
の
趣
旨
・
内
容
の
ほ
か
、
天
皇
陛
下
が
ご
臨
席
等
を
す
る
こ
と
の
意

義
や
国
民
の
期
待
な
ど
、
様
々
な
事
情
を
勘
案
し
、
判
断
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

５

い
ず
れ
に
せ
よ
、
内
閣
は
、
天
皇
の
公
的
行
為
が
憲
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
責
任
を
負
っ
て
お
り
、

今
後
と
も
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

日
本
国
憲
法
の
原
理
は
、
天
皇
の
公
的
活
動
を
拡
大
し
な
い
態
度
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
政
治
的
権
能
を
有
し
な
い
天
皇
に
と
っ
て

は
、「
象
徴
と
し
て
の
公
的
行
為
」
が
成
立
す
る
余
地
は
な
い
。

象
徴
天
皇
」
と
は
、「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
に
専
念
す
る
天
皇
の
こ
と
で
あ
っ
て
、「
象
徴
と
し
て
の
公
的
行
為
」
を
も
行
う
天

皇
は
、「
元
首
」
と
し
て
の
天
皇
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
問
題
点
の
第
二
は
、
明
仁
天
皇
に
と
っ
て
の
「
象
徴
天
皇
」
と
は
、「
国
民
の
た
め
に
祈
り
」、「
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
」、

「
国
民
に
寄
り
添
う
」
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
国
憲
法
の
立
場
は
、
天
皇
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
。
日
本
国
憲
法
は
、
天
皇
か
ら
心
も
身
も
財
も
解

放
さ
れ
た
国
民
、
天
皇
に
頼
ら
な
い
国
民
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
日
本
国
憲
法
が
天
皇
に
課
し
て
い
る
「
国
事
に
関
す
る

行
為
」
に
お
い
て
は
、
天
皇
と
国
民
と
の
関
係
は
、
ほ
ぼ
断
絶
し
て
い
る
。

象
徴
と
し
て
の
公
的
行
為
」
と
は
、「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
に
お
け
る
場
合
と
は
別
に
、
天
皇
と
国
民
と
の
関
係
を
接
続
さ
せ
、

天
皇
に
服
属
す
る
国
民
を
作
ろ
う
と
す
る
目
的
の
た
め
に
捏
造
さ
れ
た
。

象
徴
天
皇
」
と
は
、
国
民
に
関
与
し
な
い
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
問
題
点
の
第
三
は
、
天
皇
が
日
本
国
憲
法
を
遵
守
し
て
、「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
の
み
を
行
っ
て
い
た
ら
、
果
た
し
て
、
今
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回
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
（「
第
三
表
」
参
照
）。

そ
の
問
題
点
の
第
四
は
、
天
皇
の

死
と
即
位
に
関
す
る
行
事
を
見
直
し

て
、
関
係
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
は
不
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど

の
よ
う
な
行
事
も
、
見
直
し
が
行
わ

れ
て
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
問
題
点
の
第
五
は
、
政
治
的

権
能
を
有
し
な
い
天
皇
に
は
、
天
皇

の
退
位
方
法
を
問
題
と
す
る
権
能
や

摂
政
制
度
を
問
題
と
す
る
権
能
を
有

し
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

問
題
と
す
る
こ
と
自
体
、
天
皇
の

「
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
」（
憲
法
第

九
九
条
）
に
違
反
す
る
違
憲
行
為
と

な
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
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第三表 明仁天皇の１年間の主な活動

内
閣
か
ら
届
く
書
類
へ

の
署
名
・
押
印

新
任
の
外
国
大
使
の
信

任
状
奉
呈
式

大
臣
な
ど
の
認
証
官
任

命
式

新
任
の
外
国
大
使
と
の

お
茶

都
内
、
近
郊
へ
の
公
的

訪
問

地
方
訪
問

静
養
除
く
）

宮
中
祭
祀

2011年 957件 34回 109人 36か国 37回 12道県
(30市町村) 21回

12年 725件 34回 101人 32か国 41回 ９府県
(20市町村) 18回

13年 990件 26回 118人 29か国 58回 11府県
(31市町村) 26回

14年 1042件 28回 88人 18か国 44回 14県
(37市町村) 22回

15年 1060件 26回 135人 30か国 28回 15県
(40市町) 22回

※ １年間とは、前年の誕生日を起点とした１年間。宮内庁の発表を基に作成。

(註)① 象徴としての公的行為」の例示。

国会開会式での言葉、国民体育大会、全国植樹祭、全国豊かな海づくり

大会、全国戦没者追悼式など全国規模の行事への出席、園遊会。外国要人

との会見、国賓の歓迎行事や宮中晩さん会、外国への公式訪問。講書始、

歌会始、新年や天皇誕生日の一般参賀。被災地へのお見舞い。福祉施設へ

の慰問。

② 私的行為」の例示。

ハゼの研究、テニス、私的な交際、新
にい
嘗
なめ
祭などの宮中祭

さい
祀
し
。

(出所) 2016年８月９日付「読売新聞（朝刊）」。註の①と②（一部修理）も含む。



よ
う
に
、
明
仁
天
皇
の
「
生
前
退
位
」
の
要
求
は
、
そ
の
要
求
の
前
提
条
件
自
体
が
日
本
国
憲
法
の
原
理
に
違
反
し
て
い
る
が
故
に
、

正
当
性
を
有
し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
人
は
、
日
本
国
憲
法
の
天
皇
原
理
の
正
し
い
理
解
を
欠
い
て
い
る
人
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
天
皇
の
退
位
の
原
理
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。

Ⅲ

天
皇
退
位
の
憲
法
論

日
本
国
憲
法
に
お
け
る
天
皇
の
退
位
の
原
理
は
、「
生
前
退
位
」
の
否
定
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
国
憲
法
は
、
君
主
機
関
が
国
民
主
権
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
天
皇
機
関
を
「
政
治
的
無
権
能
機
関
」
及
び
「
国
事

に
関
す
る
行
為
」（
第
六
条
と
第
七
条
の
一
二
の
行
為
）
の
み
を
行
う
機
関
に
し
て
、
天
皇
機
関
を
担
う
人＝

天
皇
の
公
的
行
為
の
無
限

増
殖
化
を
阻
止
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
天
皇
が
「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
身
代
り
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
摂
政
制
度
」
を
設
置
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
要
素
か
ら
、
日
本
国
憲
法
は
、
天
皇
機
関
を
担
う
天
皇
が
「
私
的
生
活
」
を
十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
整

え
て
、「
生
前
退
位
」
を
否
定
し
て
い
る
。

生
前
退
位
」
の
否
定
は
、
そ
の
制
度
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
皇
族
内
で
の
天
皇
の
地
位
を
め
ぐ
る
争
い
を
防
ぎ
、
政

権
や
権
力
者
に
よ
る
天
皇
降
し
を
防
い
で
、
天
皇
制
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
更
に
、
国
民
同
士
を
皇
位
を
め
ぐ
る
争
い

で
分
裂
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
（
皇
族
が
国
民
を
操
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
）
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
天
皇
の
権
威
は
、
封
建
制
度
を
否
定
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
す
ら
な
い
た
め
、
国
民
主
権
と

な
っ
て
も
、
国
民
や
政
党
を
翻
弄
す
る
威
力
を
有
し
て
お
り
、
天
皇
を
動
態
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
、
国
民
主
権
と
そ
れ
に
基
づ
く
民
主

58立正法学論集第51巻第１号 (2017)



主
義
を
危
う
く
し
な
い
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
仁
天
皇
は
、
違
憲
の
「
象
徴
と
し
て
の
公
的
行
為
」
を
盛
ん
に
行
う
行
動
す
る
動
態
的
天
皇
が
「
象
徴
天
皇
」
の
本
質

で
あ
る
と
の
恣
意
的
な
反
立
憲
主
義
的
立
場
に
立
っ
て
、
且
つ
、「
摂
政
制
度
」
を
天
皇
を
蔑
ろ
に
す
る
制
度
で
あ
る
と
非
難
し
、
日

本
国
憲
法
の
定
め
る
「
死
後
退
位
」
を
否
定
し
て
い
る
。

明
仁
天
皇
の
求
め
て
い
る
も
の
は
、「
国
事
に
関
す
る
行
為
」
と
さ
れ
て
い
る
行
為
と
、「
象
徴
と
し
て
の
公
的
行
為
」
と
さ
れ
て
い

る
行
為
の
両
方
を
行
う
動
態
的
天
皇
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
現
代
で
は
、
外
国
の
君
主
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
民
主
権
の
も
と

で
の
「
元
首
」
と
し
て
の
君
主
の
姿
で
あ
る
。
明
仁
天
皇
は
、「
元
首
」
と
し
て
の
天
皇
を
、
自
己
の
生
前
退
位
に
懸
け
て
、
次
の
天

皇
に
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

憲
法
尊
重
擁
護
義
務
」
を
有
す
る
「
政
治
的
無
権
能
機
関
」
で
あ
る
天
皇
が
、
日
本
国
憲
法
の
制
度
を
否
定
し
、
新
し
い
制
度
を

求
め
る
の
は
、
日
本
国
憲
法
と
国
民
主
権
に
対
す
る
天
皇
の
反
乱
で
あ
る
。

動
態
的
「
元
首
」
天
皇
が
生
ま
れ
た
時
、
国
民
は
、
天
皇
に
囚
わ
れ
た
民
に
回
帰
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

１
）

こ
の
「
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
二
〇
一
六
年
八
月
七
日
、
夕
、
皇
居
・
御
所
内
の
応
接
室
で
収
録
し
た
。
美
智
子
皇
后
も
、
明
仁
天
皇
の
要
望

で
、
立
ち
会
っ
た
。
文
面
は
、
明
仁
天
皇
の
発
案
だ
が
、
憲
法
上
の
立
場
を
踏
ま
え
、
あ
る
段
階
か
ら
は
、
内
閣
官
房
と
も
協
議
し
た
。
皇
太
子
・
秋
篠

宮
も
、
公
表
前
に
目
を
通
し
た
（
二
〇
一
六
年
八
月
九
日
付
「
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）」・
三
九
面
）。

二
〇
一
六
年
七
月
一
三
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
午
後
六
時
五
九
分
、「
天
皇
陛
下
『
生
前
退
位
』
の
意
向
示
さ
れ
る
」
の
ニ
ュ
ー
ス
速
報
を
打
っ
た
。

文
藝
春
秋
」・
二
〇
一
六
年
一
〇
月
号
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
七
月
二
二
日
の
「
参
与
会
議
」（
天
皇
の
私
的

な
相
談
役
〔
参
与
〕
の
会
議
、
天
皇
が
座
長
役
）
で
、
天
皇
が
「
譲
位
」
を
表
明
。
天
皇
と
い
う
存
在
は
、
摂
政
に
よ
っ
て
代
行
で
き
る
も
の
で
な
い
、

摂
政
で
は
駄
目
な
ん
だ
、
と
（
九
五－

九
六
頁
）。

２
）

二
〇
一
二
年
五
月
二
二
日
付
「
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）」（「
変
わ
る
英
王
室

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
60
年

」）。
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３
）

外
務
省
特
別
資
料
部
編
『
日
本
占
領
及
び
管
理
重
要
文
書
集

第
１
巻

基
本
篇
』・
一
九
四
九
年
を
底
本
と
す
る
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
版
『
日
本

占
領
重
要
文
書

第
１
巻

基
本
篇
』・
一
九
八
九
年
・
七－

一
二
頁
。

４
）

高
柳
賢
三
・
大
友
一
郎
・
田
中
英
夫
編
著
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程

連
合
国
総
司
令
部
側
の
記
録
に
よ
る

Ⅰ
原
文
と
翻
訳
』・
有
斐

閣
・
一
九
七
二
年
・
四
一
二－

四
三
八
頁
。

５
）

前
掲
『
日
本
占
領
重
要
文
書

第
１
巻

基
本
篇
』・
九
一－

一
〇
八
頁
。

６
）

山
極

晃
・
中
村
政
則
編
集
、
岡
田
良
之
助
訳
『
資
料
日
本
占
領

１

天
皇
制
』・
大
月
書
店
・
一
九
九
〇
年
・
三
一
一
頁
、
三
二
六
頁
、
三
二

八
頁
、
三
二
九
頁
。

７
）

前
掲
『
資
料
日
本
占
領

１

天
皇
制
』・
三
二
五
頁
。

８
）

前
掲
『
資
料
日
本
占
領

１

天
皇
制
』・
四
六
〇－

四
六
一
頁
。

９
）

前
掲
『
資
料
日
本
占
領

１

天
皇
制
』・
四
六
三－

四
六
四
頁
。

10
）

外
見
的
立
憲
君
主
」
の
例
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
八
四
二
年
一
二
月
五
日
制
定
・
一
八
五
〇
年
一
月
三
一
日
改
定
の
「
プ
ロ
イ
セ
ン
憲

法
」
の
も
と
で
の
君
主
（「
一
八
七
一
年
四
月
一
六
日
の
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
」
の
制
定
ま
で
）、
日
本
に
お
け
る
一
八
八
九
年
二
月
一
一
日
公
布
の
「
大
日

本
帝
国
憲
法
」
の
も
と
で
の
天
皇
（
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
ま
で
）、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
一
九
〇
六
年
五
月
六
日
制
定
の
「
ロ
シ
ア
帝
国
憲
法
」
の
も

と
で
の
君
主
〔
皇
帝
〕（
一
九
一
七
年
一
一
月
七
日
の
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
革
命
」
の
勝
利
ま
で
）
な
ど
が
あ
る
。

11
）

立
憲
君
主
」
と
は
、「
主
権
」
を
失
っ
た
君
主
で
あ
る
が
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
⑴
君
臨
し
且
つ
統
治
す
る
君
主

統
治
者
で

あ
る
と
同
時
に
支
配
権
の
所
有
者
で
あ
る
君
主
、
⑵
政
治
権
力
の
行
使
を
、
憲
法
で
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
の
み
制
限
さ
れ
る
君
主
で

あ
る
。

K
a
rl L

o
ew
en
stein

,
D
ie M

o
n
a
rch

ie im
 
m
o
d
ern

en S
ta
a
t,
A
lfred M

etzn
er V

erla
g
,
F
ra
n
k
fu
rt A

m
 
M
a
in
,
1952,

S
S
.
26 -27.

カ
ー

ル
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
秋
元
律
郎
・
佐
藤
慶
幸
訳
）『
君
主
制
』・
み
す
ず
書
房
・
一
九
五
七
年
・
二
七－

二
九
頁
。
な
お
、
両
氏
の
訳
は
、
名

訳
な
の
で
、
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

立
憲
君
主
」
の
例
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
一
六
八
八
年
一
二
月
二
三
日
勝
利
の
「
名
誉
革
命
」
後
の
君
主
（
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
ウ
イ
リ

ア
ム
三
世
）、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
一
七
八
九
年
八
月
四
日
勝
利
の
「
大
革
命
」
後
の
「
一
七
九
一
年
九
月
三
日
憲
法
」
の
も
と
で
の
君
主
、
ベ
ル
ギ
ー

に
お
け
る
一
八
三
一
年
二
月
七
日
制
定
の
「
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
」
の
も
と
で
の
君
主
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
一
八
四
八
年
三
月
四
日
制
定
の
「
イ
タ
リ
ア
王
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国
憲
法
」
の
も
と
で
の
君
主
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
「
立
憲
君
主
」
は
、
発
展
し
て
、「
議
会
主
義
的
君
主
」
に
転
化
し
て
い
く
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
一
八
三
二
年
の
「
議
院
内
閣
制
」
の
確
立
に
よ
っ
て
、
立
憲
君
主
か
ら
議
会
主
義
的
君
主
へ
の
転
化
が
行
わ
れ
た
。
他
の
国

に
お
い
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
男
女
の
普
通
選
挙
の
導
入
に
よ
る
国
民
主
権
の
強
化
に
よ
っ
て
、
議
会
主
義
的
君
主
へ
の
転
化
が
行
わ
れ
た
。
例

え
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ア
ン
ド
ラ
、
モ
ナ
コ
、

ス
ペ
イ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
で
あ
る
。

議
会
主
義
的
君
主
」
の
性
格
は
、
主
権
を
保
有
し
な
い
君
主
で
あ
り
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
⑴
君
臨
す
る
が
統
治
は
し
な
い
君
主
、

⑵
名
目
上
は
国
家
の
権
威
の
源
泉
で
あ
る
が
、
実
際
上
は
政
治
権
力
を
行
使
し
な
い
君
主
、
⑶
国
家
意
思
の
形
成
に
与
っ
て
お
ら
ず
、
政
治
的
裁
決
を
下

さ
な
い
君
主
で
あ
る
。

K
a
rl L

o
ew
en
stein

,
a
.a
.O
.,
S
S
.
42 -43.

前
掲
『
君
主
制
』・
四
六
頁
。

立
憲
君
主
は
、
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
行
為
の
み
が
制
限
さ
れ
る
君
主
で
あ
る
が
、
議
会
主
義
的
君
主
は
、
憲
法
で
明
記
さ
れ
て
い
る
行
為
し
か
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
君
主
で
あ
る
。

12
）

絶
対
君
主
」
と
は
、「
主
権
」
を
保
有
し
、
専
制
的
に
行
使
す
る
君
主
で
あ
り
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
⑴
法
か
ら
解
放
さ
れ
た
絶

対
的
な
支
配
者
で
あ
る
君
主
、
⑵
神
の
認
可
し
た
権
利
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
支
配
す
る
こ
と
の
で
き
る
君
主
、
⑶
国
民
の
無
制
限
な
後
見
人
、
且
つ
、
擁

護
者
と
し
て
た
だ
神
と
歴
史
に
の
み
責
任
を
負
う
君
主
で
あ
る
。

K
a
rl L

o
ew
en
stein

,
a
.a
.O
.,
S
.
21.

前
掲
『
君
主
制
』・
二
一
頁
。

絶
対
君
主
」
の
例
と
し
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
フ
ェ
リ
ペ
二
世
（
一
五
五
六
年－

一
五
九
八
年
）、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
（
一

五
五
八
年－

一
六
〇
三
年
）、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ル
イ
一
四
世
（
一
六
四
三
年－

一
七
一
五
年
）、
日
本
に
お
け
る
「
明
治
維
新
」（
一
八
六
八
年
）
か

ら
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
が
公
布
（
一
八
八
九
年
二
月
一
一
日
）
さ
れ
る
ま
で
の
天
皇
な
ど
が
あ
る
。

13
）

当
該
「
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
全
文
は
、
各
紙
が
報
道
し
た
。
こ
こ
に
掲
げ
る
の
は
、
二
〇
一
六
年
八
月
九
日
付
「
読
売
新
聞
（
朝
刊
）」
の
も

の
で
あ
る
（
他
紙
と
の
対
照
を
行
っ
た
）。「

」
の
説
明
も
、
読
売
新
聞
の
も
の
。

14
）

第
四
十
六
回
国
会
衆
議
院

内
閣
委
員
会
議
録

第
十
一
号
」（
昭
和
三
十
九
年
三
月
十
九
日
）・
二
頁
。

15
）

二
〇
一
〇
年
二
月
二
五
日
付
「
読
売
新
聞
（
朝
刊
）」、
同
二
月
二
六
日
付
「
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）」・「
毎
日
新
聞
（
朝
刊
）」。
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こ
の
内
閣
の
見
解
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
四
日
に
来
日
す
る
中
国
の
習
近
平
国
家
副
主
席
と
天
皇
を
会
見
（
一
五
日
）
さ
せ
る
た
め
、
宮
内
庁
が

一
九
九
五
年
に
天
皇
の
負
担
と
相
手
国
へ
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
設
定
し
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
厳
格
化
を
求
め
て
き
た
ル
ー
ル
、
即
ち
、
天
皇
と
外
国
賓

客
の
会
見
の
申
し
入
れ
は
「
一
ケ
月
以
上
前
に
内
閣

外
務
省
）か
ら
願
い
出
を
い
た
だ
く
」（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
一
日
の
羽
毛
田
信
吾
宮
内
庁
長
官

の
説
明
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
二
日
付
「
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）」・「
読
売
新
聞
（
朝
刊
）」・「
毎
日
新
聞
（
夕
刊
）」）
と
い
う
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
、
鳩

山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
が
、
平
野
博
文
内
閣
官
房
長
官
を
介
し
て
、
宮
内
庁
に
同
会
見
を
要
請
し
た
（
一
二
月
七
日
、
一
二
月
一
〇
日
）
こ
と
が
、

「
天
皇
の
政
治
利
用
」
と
批
判
を
受
け
た
た
め
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

天
皇
の
公
的
行
為
に
つ
い
て
、「
統
一
的
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
は
、
現
実
的
で
は
な
い
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
閣
に
よ
る
天
皇
の
政
治
的

利
用
を
可
能
と
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
。
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